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いま公共施設マネジメントの世界にあふれる様々なキーワード

公共施設等総合管理計画

ＰＰＰ・ＰＦＩ

個別施設計画

再配置計画 中長期保全計画

集約化・複合化 長寿命化

立地適正化計画 賑わい・交流人口増

まちづくり コンパクトシティ

住民合意



■解決しなければならない課題は２つ＝質と量

■思考ポイントは３つ＝財務・品質・機能

■重要な力は２つ＝危険回避力と引継ぐ力

ポイント！！



建物の耐用年数（法定耐用年数以外）

■物理的耐用年数（品質）

■経済的耐用年数（財務）

■機能的耐用年数（機能）



公共施設等総合管理計画に続く

【個別施設計画】の姿
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問題点① ： 老朽化していること

↓
いわゆる、「質」（品質）の問題

↓
公共施設等総合管理計画上は、
「長寿命化計画」策定としたが・・・

↑
長寿命化改修工事にも、予防保全にも、

一定のお金が必要！！（財務）

↑
（根本的な課題解決）
現実的な安全の確保

問題点② ： 沢山持っていること

↓
いわゆる、「量」（機能）の問題

↓
公共施設等総合管理計画上は、
「再配置計画」策定としたが・・・

↑
集約化工事にも、複合化改修にも、
一定のお金が必要！！（財務）

↑
（根本的な課題解決）

施設に係るトータルコストの削減

個別施設計画 個別施設計画
両方を考える
必要がある待ったなし 長期戦

解決しなければならない課題（問題）は２つ＝質と量
思考ポイントは３つ＝財務・品質・機能



■老朽化問題の象徴（国交省）
日付 国土交通省（有識者委員会・省内会議） 政府全体

H24.7 ○社会資本メンテナンス戦略小委員会（メ
ンテ小委）設置

H24.12.2 中央道 笹子トンネル 天井板崩落事故
H25.1 ○社会資本の老朽化対策会議設置

（大臣以下局長級）
○緊急提言（メンテ小委）

H25.3 ○「社会資本の維持管理・更新に関し当面
講ずべき措置」の決定

○老朽化対策推進室設置（次官・局長級）
H25.5 ○「今後の社会資本の維持管理・更新の

あり方について」中間答申
H25.6 ○日本再興戦略（閣議決定）

・インフラ長寿命化基本計画の策定
○関係府省庁副大臣級会議設置

H25.11 ○インフラ長寿命化基本計画
（関係省庁連絡会議決定）

H25.12 ○「今後の社会資本の維持管理・更新の
あり方について」答申（審議会）

H26.5 ○国土交通省インフラ長寿命化計画
（行動計画）の策定 2

２０１２年１２月２日
中央自動車道笹子トン
ネル（上り線）で、ト
ンネル換気ダクト用に
設置されている天井板
が、138mにわたり落下
し、9名もの尊い命が失
われ多くの方々が被害
に遭われました。
（中日本高速道路株式
会社ＨＰより参照）



公共施設マネジメントの現実とは・・・
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個別施設計画（質の管理）

■現実的な安全の確保のポイント

↤重要な前提条件
①施設管理者のほとんどの方が建築の専門家ではない
②人事異動が頻繁に行われる



公共施設マネジメントの役割について －交通インフラの事例－
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優先席：濃赤
フリースペース：ピンク

山手線E235系
（量産車）での
変更点

写真：JR東日本HP



交通インフラの事例に学ぶ
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物を置いては
いけないゾーン

物を置いては
いけないゾーン

防火シャッター・防火扉



公共施設マネジメントの重要性（個別施設計画の重要性）
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具体的に課題を解決させていく方法を一つでも考える

 交通インフラ、土木インフラに学ぶ
➡➡危険回避力（直観力）

 予防医学に学ぶ（日常的ＣＫと定期健康診断、 電子
カルテと遠隔診断等）
➡➡引継ぐ力（情報力・データベース）



11節：修繕
13節：委託

15節：工事 15節：工事



学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成29年3月文部科学省）

いつ、どうするのか、いくらでやるか維持管理
修繕

更新等

改修



学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成29年3月文部科学省）



学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成29年3月文部科学省）



建築編
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建築物の各部について、図と写真を用いて、具体的にわかりやすく説明

「施設管理者のための建築物の簡易な劣化判定ハンドブック」より
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劣化判定シート
建築物の各部について、支障がある状態とはどのような状態のことか

具体的な写真で説明 （支障なし／経過観察／要相談）

「施設管理者のための建築物の簡易な劣化判定ハンドブック」より
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設備編 建築物の各部について、図と写真を用いて、具体的にわかりやすく説明

「施設管理者のための建築物の簡易な劣化判定ハンドブック」より
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設備編 建築物の各部について、図と写真を用いて、具体的にわかりやすく説明

「施設管理者のための建築物の簡易な劣化判定ハンドブック」より



★教職員、教育委員会の負担軽減

■包括管理業務委託（民間のノウハウ活用）

■市町村連携（メンテナンスの共同化）

■ICT対応の学校教職員室整備など

学校施設管理のこれから・・・



個別施設計画（量の管理）

■施設に係るトータルコストの削減
のポイント

↤重要な前提条件
①ハコモノ＝サービスの打破
②利用者市民と負担者市民の両にらみ
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集中化の事例 １ （棟間）

Ａ棟

Ｂ棟 Ｃ棟

Ｅ棟

耐震補強工事
を抱えた小学校

Ｄ棟

Ａ棟

Ｂ棟 Ｃ棟

Ｅ棟機能分散

Ｂ・Ｃ棟を集中して補強

解体

総量縮減（約４５０㎡）＋予算縮減（約６，０００万円）

【与条件】
Ｄ・Ｅ棟 ⇒ 新耐震校舎
Ａ・Ｂ・Ｃ棟 ⇒ 旧耐震校舎
耐震補強順位 Ａ→Ｃ→Ｂ
保有面積－基準面積≒４５０㎡

△ 2,000 0 2,000 4,000

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

中学校

中学校

中学校

中学校

校舎基準面積と保有面積の差

個別最適と全体最適

財務・品質・機能
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節約から新たな価値の創造へ

節電対策の具体的提案 ・循環ろ過ポンプ

学校プール

２ ３ 佐 教総 第 １ ８ １ 号

平 成 ２ ３年 ５ 月   日

各 学 校 長 様

佐 倉 市 教 育 委 員 会

教 育 長 葛 西 広 子

学 校 施 設 に お け る 節 電 対 策 に つ い て（ お 願 い ）

こ の こ と に つ い て 、「 佐 倉 市 に お け る 公 共 施 設 の 夏 季 節 電 対 策 に つ い て （ 平 成

２ ３ 年 ５ 月 １ ０ 日 ２ ３ 佐 資 管 第 １ ５ ８ 号 ）」に よ り 市 資 産 管 理 経営 室 よ り 全 庁

に 対 し 通 知 さ れ た こ と か ら 、 貴 校 に お か れ ま し て も 、 節 電 対 策 に ご 協 力 を お 願

い し ま す 。

学 校 体 育 館 を 活 用 し た 夜 間 開 放 等 に つ き ま し て は 、 ６ 月 １ 日 よ り 再 開 す る 予

定 で あ り 、５ 月 中 に 学 校 体 育 館 の 節 電 対 策 を 完 了 し て お か な け れ ば なり ま せ ん 。

つ き ま し て は 、 今 後 、 教 育 総 務 課 と 資 産 管 理 経 営 室 が 連 携 し て 各 学 校 体 育 館

を 巡 回 し 、 具 体 的 な 節 電 方 法 に つ い て 学 校 と 協 議 を さ せ て い た だ き た い と 考 え

て お り ま す 。

各 学 校 へ の 連 絡 に つ き ま し て は 、 資 産 管 理 経 営 室 よ り 直 接 行 わ れ る 場 合 も あ

り ま す の で よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。

【 添 付 資 料 】

・ 佐 倉 市 に お け る 公 共 施 設 の 夏 季 節 電 対 策 につ い て （ 平 成 ２ ３ 年 ５ 月 １ ０ 日

２ ３ 佐 資 管 第 １ ５ ８ 号 ）

・ 学 校 施 設 の 節 電 対 策 に 関 す る シ ミ ュ レ ー シ ョン に つ い て

（ 国 立 教 育 施 策 研 究 所 報 道 発 表 平 成 ２ ３年 ５ 月 ９ 日 ）

            【 連 絡 先 】

   □ 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課 （ 担 当 ）立 石 健 雄

石 坪 知 子

☎ 4 84 -6 16 8

   □ 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 （ 担 当 ）高 橋 健 一

☎ 4 84 -6 18 8

   □ 資 産 管 理 経 営 室     （ 担 当 ）池 澤 龍 三

田 中 拓 吾

     ☎ 48 4 -611 0

全小中学校のデータを分析
意外にも夏休みが１．３～１．５倍

電力測定中↓

教育委員会と連携
↓

各学校に通知文

測定の結果、
学校１ヵ月分の
１６％を占める

プール期間を集中・短縮化（△１５％）

小学校は6・7月、
中学校は6・７・8月が

高い！なぜ？

データ力の勝利！

新たな展開へ・・・！！



民間プールを活用すると・・・【ハード面】 ＬＣＣ比較

（対象）
・市内すべての小中学校

（ＬＣＣ検討期間）
・３０年間

（保全経費）
・プール築後５１年目に大規模改修
・光熱水経費、経常修繕経費、臨時修繕経費、大規模改修費

（民間プール委託経費）
・プールカリキュラムは ４回/年・一人
・プール耐用年数以降に委託開始（できるだけ耐用年数は利用する）
・児童生徒移動経費（バス輸送等）含む

比較条件

現状のまま
使い続けると

民間プール
を活用すると 差額

－ ＝小学校

中学校

２０．９（億円） １４．９（億円） ▲ ６．０（億円）

９．７（億円） ▲ ２．９（億円）＝－

合計 － ＝ ▲ ８．９（億円）２１．７（億円）３０．６（億円）

６．８（億円）

「品質」と「財務」



民間プールを活用すると・・・【ソフト面】

◆専門指導者による効果的指導
◆レベルごとの指導者配置
◆併せて、教職員による監視も確保・高い安全管理
◆水温が一定・児童生徒の体調維持
◆水質が一定（塩素濃度）・高い衛生管理
◆天候に左右されない・安定したｶﾘｷｭﾗﾑ（天候･光化学ｽﾓｯｸﾞ･温度）
◆騒音の心配がない（住宅地などでは）・児童生徒の歓声→苦情
◆プライバシーの保護・外部からの目
◆学校職員によるプール維持管理、安全管理不要（本来業務に集中）
◆プール跡地の有効利用（第2グランドや校舎改築時の仮設ﾔｰﾄﾞ等）

◆児童生徒の移動を要する（バスによる移動は可能）
◆夏休みの利用（一般開放含む）ができない
◆消防、災害時水利の問題（別途確保：防火水槽等を確保するなど）
◆中学校の部活利用が難しくなる

メリット

デメリット

「機能」



合意形成のステップ
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西志津小学校体育館改築に関する児童の意見について

平成２４年７月１８日

◎総論として，一番多いのはプールの場所への建て替え，次に多いのが現体育館の場所への建て

替えでした。

◎意見は賛同した人数を反映しているのではなく，子どもたちの声として掲載しています。

☆モンキーパークの場所に建てることについて…

・ちょうど生活科で虫取りをしているので，虫が集まる木がなくなるのはいや。

・滑り台やモンキーパークがなくなるのはいや。

・体育館まで通路をつくるとよい。

☆砂場の場所に建てることについて…

・移動に時間がかかる。（上履きで移動できない？）

・プールがなくならないからよい。

・せっかくの樹木を切る本数が少なく自然破壊が少なくて済む。

☆現体育館の場所に建てることについて…

・１年間体育館体育なしは我慢できるがプールは学校でやりたい。

・建て替えた後，体育館も校庭も変わらないから。

・水泳学習の度の移動が大変だし，せっかくあるプールを壊す必要はない。

☆プールの場所に建てることについて…

・水泳学習は他の場所でもできるし，他の場所に建てるより影響が少ない。

・火事とか起こったときに困るからプールはあった方がよい。

・もしプールを壊しても水泳学習はなくならないし，室内プールなら雨でも水泳学習ができる

から。

☆その他の意見 a

・体育館は体育だけじゃなく地域の人も避難するときに使ったりするところなので，大きくし

っかりした体育館がよい。

・すずしい体育館がよい。（エアコンをつけてほしい）

・２クラスが一緒に体育できるような広い体育館がよい。

・床が滑らないようにしてほしい。

・窓がたくさんある体育館がよい。

・明るい体育館がよい。（外が見えたらよい）

・砂場の場所だと遠くなってしまうがどうやって移動するのか。

サービスの提供方法

学校、保護者との合意形成

総意の見える化

教育委員会

学校

保護者・児童
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学校教師 3～4人
児童 100人/学年

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 10名程度

能力別指導＋個別指導

着衣泳も実施
プロの指導による教育効果と

維持管理の行き届いた施設の提供

敷地内まで
バスで送迎

備品も使用可能

新しい公共ＦＭ（官民連携）（働き方改革）

財務・品質・機能



★学校管理の負担軽減

■民間ノウハウとのコラボレーション

■敷地全体を活用した複合化（コミュニティパーク）

■ICTを活用した学校配置（分校の活用）など

学校施設の複合化のあれこれ



■優先順位を考える（限られた時間・財源・人）

■施設情報を引き継ぐ（短期異動・エビデンス）

個別施設計画の必要性（危険回避力と引継ぐ力）

➡次世代に残す、繋いでいく
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◆ お問合せ・ご感想 ◆

一般財団法人 建築保全センター

東京都中央区新川１－２４－８

TEL ： 03-3553-0070
FAX ： 03-3553-6767

E-mail ： ikezawa@bmmc.or.jp

どうぜやるなら、明るく、元気に

ご清聴いただきまして、誠にありがとうございました


